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LANアップリンクマネージャ
LANアップリンクマネージャは、Cisco UCSと LAN間の接続を設定できる単一のインター
フェイスを備えています。LANアップリンクマネージャを使用して次のものを作成および設
定できます。

•イーサネットスイッチングモード

•アップリンクのイーサネットポート

•ポートチャネル

• LANピングループ

•ネームド VLAN

•サーバポート

• QoSシステムクラス

•イーサネット関連のイベント、障害、FSMのステータスも、LAN Uplinks Managerの上部
にあるタブを使用して表示できます。
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LANアップリンクマネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

LANアップリンクマネージャの起動

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

LANアップリンクマネージャでのイーサネットスイッチ
ングモードの変更

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ
トとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、Cisco UCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが再起動されます。2つめのファブリッ
クインターコネクトでイーサネットスイッチングモードの変更が完了し、システムで使用で

きるようになるまで数分間かかることがあります。システムは設定内容を維持します。

ファブリックインターコネクトがブートされるときに、すべてのブレードサーバがすべての

LANおよび SAN接続を失い、そのためにブレード上のすべてのサーバが完全に停止します。
このアクションにより、オペレーティングシステムがクラッシュする場合があります。

警告

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]をクリックします。

ステップ 2 [Uplink Mode]領域で、次のいずれかのボタンをクリックします。

• [Ethernet Switching Mode]の設定
• [Ethernet End-Host Switching Mode]の設定

現在のスイッチングモードのボタンはグレー表示されています。

ステップ 3 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
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Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、
Cisco UCS Manager GUIを切断します。

LANアップリンクマネージャでのポートの設定
リストされている全ポートタイプは、サーバポートを含め、固定モジュールと拡張モジュー

ルの両方で設定可能です。これらは、6100シリーズファブリックインターコネクトの拡張モ
ジュールでは設定できませんが、6200シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュー
ルでは設定可能です。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 4 ポートを設定するノードを展開します。

展開したノード以下にポートがリストされていない場合、そのモジュールのすべてのポートが

すでに設定されています。

ステップ 5 設定するポートを右クリックし、次のいずれかを選択します。

• [Configure as Server Port]
• [Configure as Uplink Port]

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

サーバポートの設定

LANアップリンクマネージャを使用したサーバポートのイネーブル化
この手順は、ポートがサーバポートとして設定されているものの、ディセーブルになっている

ことを前提としています。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。
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ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 4 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable]を選択します。

LANアップリンクマネージャを使用したサーバポートのディセーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 4 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートの設定

LANアップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのイネーブル化

この手順は、ポートがアップリンクイーサネットポートとして設定されているものの、ディ

セーブルになっていることを前提としています。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] >
[Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable Interface]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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LANアップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] >
[Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable Interfaces]を選択します。

複数のアップリンクイーサネットポートをディセーブルにする場合、複数のポートを選択で

きます。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ディセーブルにされたポートは、イネーブルのインターフェイスのリストから削除され、

[Unconfigured Ports]リストに戻されます。

アップリンクイーサネットポートチャネルの設定

LANアップリンクマネージャでのポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Port Channel]をクリックします。

ステップ 3 ポップアップメニューから、ポートチャネルを作成する次のいずれかのファブリックインター
コネクトを選択します。

• [Fabric Interconnect A]
• Fabric Interconnect B

ステップ 4 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、Cisco UCS Managerは警告
を表示します。アップリンクイーサネットポートとしてこのポートを再設定し、

ダイアログボックスで [Yes]をクリックしてポートチャネルに含めることができま
す。

（注）
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ステップ 6 [終了]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルのイネーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルのディセーブ
ル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルへのポートの
追加

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
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ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを追加するポートチャネルを右クリックして、[Add Ports]を選択します。

ステップ 4 [Add Ports]ダイアログボックスで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、
警告が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートを
アップリンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めること

ができます。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルからのポート
の削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを削除するポートチャネルを展開します。

ステップ 4 ポートチャネルから削除するポートを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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LANピングループの設定

LANアップリンクマネージャでのピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるの
は、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

始める前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネル
だけです。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Pin Group]をクリックします。

ステップ 3 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピングループの一意の名前と説明を入力しま
す。

ステップ 4 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の
手順を実行します。

a) [Fabric Interconnect A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動
して、ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の
手順を実行します。

a) [Fabric Interconnect B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動
して、ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

ピングループを vNICテンプレートに含めます。
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LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ネームド VLANの設定

LANアップリンクマネージャを使用したネームド VLANの作成
2つのスイッチを持つ Cisco UCSドメインでは、両方のスイッチまたは 1つのスイッチだけに
アクセスできるネームド VLANを作成できます。

表 1 : Cisco UCSおよびファブリックインターコネクトの予約済み VLAN

Cisco UCS 6500ファブ
リックインターコネク

ト

Cisco 6454シリーズ
ファブリックインター

コネクト

Cisco UCS 6400シリー
ズファブリックイン

ターコネクト

Cisco UCS 6200シリー
ズ Fabric Interconnect

VLAN 1002～ 1005
（Cisco NX-OS用に予
約済み）

VLAN 3915～ 4042
(CiscoNX-OS用に予約
済み)

VLAN 3915～ 4042
(CiscoNX-OS用に予約
済み)

VLAN 4030～ 4047

VLAN 4043～ 4047
(Cisco UCS Manager用
に予約済み)

VLAN 4043～ 4047
(Cisco UCS Manager用
に予約済み)

VLAN 4094～ 4098
（Cisco NX-OS用に予
約済み）

VLAN 4094～ 4098
（Cisco NX-OS用に予
約済み）
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IDが 4043～ 4047で、4094から 4095の VLANが予約されています。この範囲の IDを持つ
VLANを作成することはできません。Cisco UCS Managerリリース 4.0 (1d)までは、VLAN ID
4093が予約済みVLANのリストに含まれていました。VLAN 4093が予約済みVLANのリスト
から削除され、設定可能になっています。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たとえ
ば、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の VLAN ID範囲が予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

重要

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 2 テーブルの右側のアイコンバーで、[+]をクリックします。

[+]アイコンが無効になっている場合、テーブルのいずれかのエントリをクリックして、有効
にします。

ステップ 3 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドを指定し、[OK]をクリックします。

プライベート VLANは Cisco UCS Miniではサポートされません。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerで、次の [VLANs]ノードの 1つに VLANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なVLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

LANアップリンクマネージャを使用したネームド VLANの削除
Cisco UCS Managerに、削除するものと同じ VLAN IDを持つネームド VLANが含まれている
場合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリック
インターコネクト設定から削除されません。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 2 削除するVLANに基づいて、次のサブタブのいずれかをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインにすべての VLANを表示します。すべて

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なVLAN
を表示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクトAにのみアクセス可能なVLAN
を表示します。

ファブリック A

ファブリックインターコネクトBにのみアクセス可能なVLAN
を表示します。

ファブリック B

ステップ 3 テーブルで、削除する VLANをクリックします。

Shift キーや Ctrl キーを使用すると、複数のエントリを選択できます。

ステップ 4 強調表示された 1つまたは複数の VLANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LANアップリンクマネージャでのQoSシステムクラスの
設定

サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合が
あります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットが
ドロップする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタがサポートする最大MTUは 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタがサポートする最大MTUは 14000です。

手順

ステップ 1 LANアップリンクマネージャで、[QoS]タブをクリックします。

ステップ 2 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティ
を更新します。

LANアップリンクマネージャ
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一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合がありま

す。

（注）

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、対応する QoSクラス
がファブリックインターコネクト上で設定され、QoSポリ
シーに割り当て可能になります。

このチェックボックスをオフにすると、このクラスはファブ

リックインターコネクト上で設定されず、このクラスに関連

付けられた QoSポリシーはデフォルトの [Best Effort]になる
か、（システムクラスが 0の Cosで設定されている場合は）
Cos 0システムクラスになります。

このフィールドは、[Best Effort]と [Fibre Channel]
の場合は常にオンです。

（注）

[Enabled]チェックボックス

サービスクラス。0～ 6の整数を入力できます。0は最低プ
ライオリティを表し、6は最高プライオリティを表します。
QoSポリシーが削除されるか、割り当てられたシステムクラ
スがディセーブルになったときに、システムクラスをトラ

フィックのデフォルトシステムクラスにする必要がある場合

を除き、この値を 0に設定することは推奨しません。

このフィールドは、内部トラフィックの場合は 7
に、[Best Effort]の場合は [any]に設定されます。
これらの値は両方とも予約されており、他のプラ

イオリティに割り当てることはできません。

（注）

[CoS]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、このクラスに対して

パケットの破棄が許可されます。このチェックボックスをオ

フにすると、送信時にパケットを破棄できません。ドロップ

クラスのMTU設定は無視されます。

このフィールドは、[FibreChannel]クラスの場合は常にオフで
あり（破棄パケットは決して許可されない）、[Best Effort]の
場合は常にオンです（破棄パケットは常に許可される）。

パケットの破棄の変更を保存すると、次の警告

メッセージが表示されます。

QoSシステムクラスを変更しようとしています。
これによりトラフィック転送に一時的な中断が生

じる可能性があります。この変更を適用してもよ

ろしいですか?

（注）

[Packet Drop]チェックボック
ス

LANアップリンクマネージャ
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説明名前

次のいずれかになります。

• 1～ 10の整数。整数を入力すると、[Weight (%)]フィー
ルドの説明に従って、このプライオリティレベルに割り

当てられるネットワーク帯域幅の割合がCiscoUCSによっ
て決定されます。

• [best-effort]

• [none]

[Weight]ドロップダウンリス
ト

チャネルに割り当てられる帯域幅を決定するために、Cisco
UCSによって次の作業が実行されます。

1. すべてのチャネルの重みを加算します。

2. チャネルの重みをすべての重みの和で割って、割合を求
めます。

3. その割合の帯域幅をチャネルに割り当てます。

[Weight (%)]フィールド

チャネルの最大伝送単位。次のいずれかになります。

• 1500～ 9216の整数。この値は最大パケットサイズに対
応します。

MTUの変更を保存すると、次の警告メッセー
ジが表示されます。

QoSシステムクラスを変更しようとしていま
す。これによりトラフィック転送に一時的な

中断が生じる可能性があります。この変更を

適用してもよろしいですか?

（注）

• [fc]：事前に定義されている 2240のパケットサイズ。

• [normal]：事前に定義されている1500のパケットサイズ。

このフィールドは、[Fibre Channel]の場合は常に
[fc]に設定されます。

（注）

ネットワーク QoSポリシー下では、no-dropクラ
スが設定された場合、MTUはバッファカービン
グにのみ使用されます。ネットワーク QoSポリ
シーでジャンボMTUをサポートするのに、その
他のMTU調整は必要ありません。

（注）

[MTU]ドロップダウンリスト
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説明名前

このチェックボックスをオンにすると、パケットを複数の宛

先に同時に送信するように、クラスが最適化されます。

このオプションは、[Fibre Channel]には適用され
ません。

（注）

CiscoUCS 6400シリーズファブリックインターコ
ネクトは、最適化されたマルチキャストをサポー

トしません。

（注）

[Multicast Optimized]チェック
ボックス

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [OK]をクリックして変更を保存し、LANアップリンクマネージャを終了します。
• [Apply]をクリックし、LANアップリンクマネージャを終了せずに変更を保存します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


